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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本工作機器工業会(JMAA)／財団

法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業

標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。 

JIS B 1404 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS B 1404-1 第 1 部：用語 

JIS B 1404-2 第 2 部：試験方法 
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電磁クラッチ及び電磁ブレーキ―第 1 部：用語 
Electromagnetic clutches and electromagnetic brakes－Part 1: Vocabulary 

 
1. 適用範囲 この規格は，一直線上にある 2 軸の一方から他の軸へ，又は同心軸上にある駆動側から被

動側へトルクを伝達，遮断又は制動を行う電磁クラッチ及び電磁ブレーキ（以下，クラッチ・ブレーキと

いう。）に関する用語について規定する。 

 

2. 分類 クラッチ・ブレーキに関する用語の分類は，次による。 

a) 名称用語  

b) 部品用語  

c) 作動用語  

d) 性能用語  

e) 安全用語  

 

3. 用語及び定義 クラッチ・ブレーキの用語及び定義は，次による。 

なお，参考のため，対応英語，量記号及び単位を示す。 

a) 名称用語  
番号 用語 定義 対応英語（参考） 
101 電磁クラッチ 電磁作動によって同心軸上にある駆動側から被動

側にトルクを伝達・遮断する機能をもつクラッチ。

electromagnetic clutch 

102 電磁摩擦クラッチ 摩擦力によって連結する電磁クラッチ。 electromagnetic friction clutch 
103 マイクロ電磁摩擦クラ 

 ッチ 
静摩擦トルクが 10 N・m 未満の電磁摩擦クラッチ。 electromagnetic friction  

 micro-clutch 
104 電磁ディスククラッチ 摩擦面が円板状の電磁摩擦クラッチ。 electromagnetic disc clutch 
105 電磁かみあいクラッチ かみあいによって連結する電磁クラッチ。 electromagnetic positive clutch
106 電磁ツースクラッチ 相対する円筒端面にある多数の山形の歯によって

連結するかみあい形の電磁クラッチ。 
electromagnetic toothed clutch 

107 電磁空げき形クラッチ 駆動側と被動側との間に空げきをもつ電磁クラッ

チ。 
electromagnetic gap type clutch

108 電磁パウダクラッチ 空げき内に封入したパウダをトルク伝達の媒体と

する電磁クラッチ。 
electromagnetic particle clutch， 
electromagnetic powder clutch 

109 ヒステリシスクラッチ 磁性材料のヒステリシス特性を利用する電磁クラ

ッチ。 
hysteresis clutch 

110 インダクションクラッ 
 チ 

電磁誘導作用を利用する電磁クラッチ。 induction clutch 

111 電磁ラップスプリング 
 クラッチ 

コイル状に巻いたスプリングが同心軸上にある入

力軸と出力軸とを締め付けてトルクの伝達・遮断

を行う巻掛倍力（増幅）効果を利用する電磁クラ

ッチ。 

electromagnetic wrap spring  
 clutch 
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